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がん治療の進歩 

～1900   外科療法    
 全身麻酔術、外科医Billroth による胃がん手術 

～1950 放射線療法   

 60Co 放射線照射治療 

 ベータートロン、リニアックの開発 

～1950 化学療法    
 ナイトロゲン・マスタード、ナイトロミンの開発 

～1990 分子標的治療  
 ハーセプチン（乳がん）、イマチニブ（慢性骨髄性白血病） 

～2010 免疫療法   
 免疫チェックポイント制御療法 

 （Anti-CTCA4, Anti-PD-1, CD19-CAR T） 

がん患者に一人ひとりに最適の集学的治療法の確立 

ライフステージやがんの特性を考慮した個別化医療 



がんの治療 将 来 

現 在 

化学療法±手術± 

放射線により治癒 

放射線療法 

により治癒 

現在の治療法で 

非治癒 
手術切除により治癒 

がん予防の進歩 
がんの 

発症・進展予防 

治癒率：40-60% 

施設間格差 

これからのがん対策 

がんにならない、がんに負けない、がんと生きる社会をめざして 



1950 1980 1990 2000 2010 1970 1960 

臨床腫瘍学の進歩 

コールタール
による発がん
実験（1944） 

がん抑制遺
伝子Rb発見
（1986） 

ラウス肉腫 
V-src同定
（1970） 

V-erbのEGFR
発見（1983） 

癌原遺伝子の 
発見（1976） 

ヒト膀胱癌か
ら活性型Ras
遺伝子
（1982） 

BCR/ABL転座
（1982） 

ヒトT細胞性白

血病ウイルス
HTLV-I同定
（1983） 

The 
Hallmarks of 

cancer 
(Hanahan&
Weinberg)
（2000） 

ラウス肉腫の
発見（1911） 

がんの解明 
（基礎研究） DNA 

二重らせん発見
（1953） 

ヒトゲノム解読
完了（2003） 

ヒトゲノム解析 

同種 
骨髄移植 
（1975） 

ナイトロジェ
ンマスタード
化学療法剤
の誕生
（1946） 

Adjuvant療法の
有効性（1972） 

シスプラ
チン
（1978） 

パクリタキ
セル
（1994） 

エトポシ
ド（1966） 

ドキソル
ビシン
（1967） 

フルオロ
ウラシル
（1956） 

トポテシン
（1987） 

化学療法の開発 
～1950 

分化誘導
療法
（ATRA) 
（1993） 

TKI: イマチニブ・ダサ
チニブ・ニロチニブ 

（2001~） 

抗CD20抗体
（1997～） 

EGFR阻害

剤ゲフィチ
ニブ（2002） 

抗VEGF抗
体、抗EGFR

抗体
（1998） 

抗Her2抗
体（1998） 

分子標的薬誕生 
～1990 

免疫療法 
の開発 
～2010 
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組織内シグナル伝達 

増殖因子受容体 

細胞周期蛋白 

テロメラーゼ 

浸潤・転移関連因子 
血管新生関連因子 

アポトーシス関連因子 

HER2 PDGF 
ras EGFR 

raf 

MAPK 

MEK 
AKT 

PI3K 
VEGF 

p53 

Bcl2 

cyckins cdk’
s 

mTOR 

ミトコンドリア 

がん細胞 

核 

腫瘍血管 

内皮細胞 

DNA修復 

分化抗原 
分化誘導 

CD20 

細胞増殖因子 

癌遺伝子産物 

細胞分子生物学解明とがんの標的分子(療法） 

リガンド(ligand) 

受容体(receptor) 

CD33 

プロテアソーム 

チロシンキナーゼ 
＝活性化酵素 

小分子＝細胞内 
高分子＝細胞外 



健常細胞に比較してがん細胞で質的もしくは量的に 
異常をきたした分子を標的とした治療法 

 
がん細胞特異的に効果を示し、 
健常細胞への毒性を低下させた 

 がん分子標的療法 

健常細胞 がん細胞 
Ｐ 

増殖因子 
分子標的薬剤 



従来からの抗癌剤治療 分子標的療法 



従来からの抗癌剤治療 分子標的療法 

分子標的を有する  
がん細胞特異的に作用 

がん細胞のみならず 
健常細胞にも作用 



年平均成長率 2001-06 2005-10 2010-16 

市場全体 10.5% 4% 1.2% 

蛋白医薬品 14.6% 11% 2.2% 

抗体医薬品 33.8% 20% 8.2% 

バイオ医薬品のシェア 

(%) 

出所: DATAMONITOR 

急成長が期待されるバイオ/抗体医薬品 
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医薬品の貿易収支の推移 医薬品産業ビジョン2013 (厚労省） 



12 

Jan, 2015 

一般名 クリゾチニブ 

 

  モガムリズマブ  トラメチニブ  *  ニボルマブ  * 

開発者  間野博行 

 

 上田龍三  酒井敏行  本庶 佑 

所属大学  東京大学 

 

 愛知医科大学 

（名古屋市立大学） 
 京都府立医科大学  京都大学 

販売名  ザーコリ 

 

 ポテリジオ  Mekinist  オプジーボ 

対象疾患 EML4-ALK変異遺伝
子を持つ非小細胞肺
がん 

 

 

初回CCR4陽性成人T細胞白血病リ
ンパ腫 (ATL) 、再発または難治性
のCCR4陽性のATL および末梢性・
皮膚T細胞リンパ腫（PTCL・CTCL） 

BRAF V600Eまたは 

V600K 遺伝子変異陽性の
切除不能、または 

転移性メラノーマ 

メラノーマ 

非小細胞肺がん 

腎細胞癌 

薬理作用 ALKを選択的に阻害 がん細胞のCCR4 分子と抗体が
特異的に結合し、ADCC活性で
ATL 細胞を破壊 

 

細胞増殖シグナル伝達経路
のリン酸化酵素MEKの阻害 

免疫チェックポイント阻害剤
としてCTL活性の亢進によ
る抗腫瘍効果 

（抗PD-1抗体） 

日本アカデミア発分子標的薬開発成功例 
(No 1) 

[新世代のがん分子標的治療法開発戦略シンポジウム（2014年12月6日）資料改変] 
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Jan, 2015 

一般名 

 

クリゾチニブ   モガムリズマブ  トラメチニブ  *  ニボルマブ  * 

販売名  ザーコリ  ポテリジオ  Mekinist  オプジーボ 

開発着手
年 

2007年 1999年（作製は1996年から。
2004年強活性抗CCR4抗
体） 

2001年 1992年 

特許 特許4303303 

（2008） 
他 

 

特再公表2003-72134  

 

特許4163738（2006） 
特許4913768（2008） 
特開2012-72155 

WO 2004072286 A1   

特願2005-504930他 

新薬臨床
試験申請 

2008年 2007年 2009年 2006年 

新薬承認
申請 

2011年 2011年 2012年 2014年9月
（FDA,EMA） 

承認 2011年 2012年, 2014 2013年 2014年7月（日本） 

提携企業 ファイザー 協和発酵キリン GSK（2006年JTから導
出） 

ブリストルマイヤーズ/

小野 

販売国 USA 日本（USA：I-IIa試験終了） USA・オーストラリア・カ
ナダ 

日本 

備考 抗Treg作用をがん免疫療法

として応用の展開（医師主導
治験） 

14/1 Dabrafenibとの併
用承認 
*Drug Discovery of the 
Year 2013. BPS 
 

14/6 日本：メラノーマ承
認 
*Breakthrough of the 
Year 2013 Science 2013: 
Dec. 20 

開発から承認まで 
4年（世界最短） 
耐性克服薬の開発 
第２世代薬の開発 

(No 2) 

[新世代のがん分子標的治療法開発戦略シンポジウム（2014年12月6日）資料改変] 



Slide 30   

がん（薬物）療法の将来展望 

化学療法 
分子標的療法 
免疫チェックポイント療法 
複合免疫療法 

薬物療法の現況 将来への期待 

生存期間 生存期間 

生
存
率 

生
存
率 

集学的がん治療 

外科療法 
緩和療法 

放射線療法 

複合免疫療法 

集学的がん治療 分子標的療法 

免疫チェックポイント療法 

化学療法 


